
令和７年 第５回 熊野町議会定例会（１２月） 

一 般 質 問 通 告 一 覧 表 

Ｎｏ．１ 

質 問 議 員 
質問の 

方 法 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１．藤本議員 一問一答 ①  ｅスポーツへの

取組は 

● 本町のｅスポーツへの取組は。 

 

● ｅスポーツを利用し高齢者のフレイル予防、 

障害者の社会参画、世代間交流を。 

 

● 大会を誘致し町おこしを。 

町 長 

 

②  避難所となる公

共施設の整備は 

● 防災センターなどの現在の施設整備は。 

 

町 長 

２．世良議員 一問一答 ①  鳥獣対策につい

て 

● 熊野町内における被害と現状について 

 

● 鳥獣対策に関する補助金について 

町 長 

② 農業振興につい

て 

● 農業の担い手不足について 

 

● 農業耕作放棄地について 

町 長 

３．中島議員 一問一答 ① 稲作農地の現状

と今後は 

 

 

 

● 稲作農地・稲作農家の現状は。 

 

● 米収穫の推移は。 

 

● 市街化調整区域と市街化区域の放棄割合は。 

 

● 耕作放棄となった農地の有効活用を考えて 

いるか。 

町 長 

 

 

 

 

② 水泳による健康

増進施策につい

て 

 

 

 

 

 

 

● 今年のプール開放事業は屋外から民間の屋

内施設に変わった。その成果等は。 

● 今後も屋内でのプール開放事業は継続する

か。 

● 高齢者の介護予防と、健康寿命を伸ばすため

には水泳が有効である。町として支援の考え

はないか。 

● 民間が運営するスイミングスクール入校 

経費などを補助する考えは。 

町 長  



                                                  Ｎｏ．２ 

質 問 議 員 
質問の 

方 法 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

４．福垣内議員 一問一答 ①  地域公共交通の

維持・確保策は 

● タクシーが町内に少ないとの声に答えてい

るか。 

 

● お出かけ号、民間便バスの運行形態は効率的

に機能しているか。 

 

町 長 

５．大瀬戸議員 一問一答 ①  老人集会所等の

名称変更及び名称

統一を 

● 各自治会にはそれぞれ拠点となる施設があ

るが、それぞれ名称は異なっている。老人集会

所やコミュニティーセンター等、新しく転入

した町民や町外からの利用者にとっては戸惑

うことも多いと聞く。この際、広く地域に開か

れた施設として名称変更と、その統一を検討

してはどうか。 

 

町 長 

② 南海トラフ地震

を想定した防災

減災の現状は 

 

● 南海トラフ地震は今後かなりの確率で必ず

起こるとされている。これは太平洋岸にとど

まらず、わが町にも甚大な被害を及ぼし町民

の生命に直結する問題に直面する。このこと

を踏まえ、被害の想定、広域連携、インフラの

確保、流通や通信の状況など、災害前の準備、

災害時の行動、災害後の復旧計画など今から

準備をし万全を尽くす必要がある。町として

これまで何をし、これから何をするのか。 

町 長 

６．竹爪議員 一問一答 ①  町内の道路ネッ

トワークの整備に

ついて 

 

● 町内の渋滞緩和に資する県道整備箇所と進 

捗状況は。 

・矢野安浦線熊野バイパスについて 

・県道瀬野呉線バイパスについて 

・現道対策について 

● 町道萩原線の進捗状況と今後の予定は。 

● 渋滞緩和の効果を発揮するためには、熊野 

バイパスをさらに黒瀬方面に延伸すべきと考 

えるが町の認識は。 

 

 

町 長 

            



                                            Ｎｏ．３ 

質 問 議 員 
質問の 

方 法 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

６．竹爪議員 一問一答 ②  終活支援の現状

は 

● 熊野町の高齢者の現状 

・高齢者のいる世帯の状況について 

・高齢者世帯の住居の状況について 

 

● 高齢者の人生終盤の支援 

・最期を穏やかにむかえるための準備を住民 

へどのように周知しているのか。 

 

町 長 

７．水原議員 一問一答 ①  大災害時におけ

る避難所の運営等

について 

● 大災害が起これば予想外の問題が出てくる。 

長期的な避難所の運営に対しどこまで準備が

できているかを伺う。 

 

町 長 

② 免許証返納者や

車を持っていな

い方等、移動手段

に苦慮されてい

る住民へ新たな

支援策はないか 

 

● 高齢者の増加等で、今まで通りのおでかけ号 

の運行ではサービスの限界を感じる。新しい

形のおでかけ号(移動手段)を考えていかなけ

ればいけない時期に来ているのではないか。

町の考えを問う。 

 

町 長 

８．沖田議員 一問一答 ① 女性や若者への 

支援について 

● プレコンセプションケアについて 

 

● 女性の健康推進について 

 

● 若者の居場所づくりについて 

 

 

町 長 

②  まちづくりの取

り組みについて 

● これまでのまちづくりについて 

 

● 女性の視点を活かしたまちづくりについて 

 

● まちづくりのフューチャーデザインについ 

 て 

 

 

町 長 

 



Ｎｏ．４ 

質 問 議 員 
質問の 

方 法 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

９．民法議員 一問一答 ①  筆の里工房周辺

の整備事業につい

て 

● 令和８年度内の完成に向けて工事が進行し 

ている中で次の事項について問う。 

・中溝地区から筆の里工房までの賑わい創出ル

ートの整備 

・住民にとって魅力ある施設へ筆関連機関との

調整や住民からの要望聞取り 

・町外からのアクセス向上 

 

町 長 

② 地域おこし協力

隊について 

 

● 本年度の施政方針で「地域おこし協力隊制度 

の活用に取り組む」と予算計上しているが、

現在の状況と今後について問う。 

 

町 長 

１０．光本議員 一問一答 ①  物価高騰対策に

ついて 

 

● 世界的なエネルギー価格の上昇や長引く円 

安等による昨今の物価高騰に対する町の対応

を問う。 

高市内閣の総合経済対策において検討され 

ている「重点支援地方交付金」の拡充を見据

え、生活者である町民や事業者の生活を守る

ための支援策が必要と考えるが、町の考えを

問う。 

 

町 長 

 


